
東京六本木ロータリー・クラブ

平成２３年８月２２日

　皆様こんにちは。本日はロータリー財団の
未来の夢計画、RIが推奨する長期計画につい
てお話しします。２０１７年の財団１００周年に向
けて制度の中身を変えましょうというのが未
来の夢計画で、何が変わるかというと寄付金
の使い方が変わります。まず考え方として資
金的スケールの大きいプロジェクトと小さめ
のプロジェクトを分け、小さめのものは地区
の裁量に任せましょうということです。それ
から平和と紛争の予防と解決、疾病の予防と
治療、水と衛生設備、母子の健康、基本的教
育と識字率の向上、経済と地域社会の発展の
６つを重点分野と決め、これにあたるプロジェ
クトとそうでない支援を違う財布から出しましょ
うということ。クラブの側から見てどう変わ
るかというと、財団に２つある補助金、地区
補助金とマッチンググラントですけれども、
地区補助金の方は対象となるプロジェクトの
範囲と地区の裁量の範囲が広がり、マッチン
ググラントの方は金銭的なスケールが大きい
ものでないと対象にできなくなって、いくつ
かのクラブが合同で奉仕プロジェクトを行うケー
スが増えてくると思われます。もう１つ変更
点として、地区補助金、今はいつでも申請で
きますけれど、新しい制度では前の年度に承
認されなければならなくなります。
　次は長期計画です。今のクラブの姿を見つめ、
３年後、５年後にどんなクラブになっていた
いかを思い描き、１年目、２年目、３年目は
こういうことをしましょうという計画を立てる。
これが長期計画です。この計画を立てるにあたっ
てRIがぜひ大事に考えてくださいと言ってい
る５つの価値観が奉仕、親睦、多様性、高潔性、

リーダーシップです。
多様性はクラブの会
員基盤を考えるとき
によくいわれますけ
れど、奉仕プロジェ
クトを考えるときに
もこの多様性を考え
るといいと思います。
もう１つ私はロータ
リー・クラブの個性
という意味での多様性も大事だと思います。
それぞれのロータリー・クラブがのびのびと
個性を発揮することがクラブの魅力につなが
り発展にもつながる。
　さて長期計画においてRIは３本の柱もあり
ますよと言っているんですね。クラブの強化、
人道的奉仕の重点化、ロータリーのブランド
の３本。このうちクラブの強化ですが、元の
英語はストロングクラブです。力のあるクラブ。
ではクラブの力とは何でしょうか。会員の増強、
クラブの適切な運営、効果的な奉仕プロジェ
クト等々、みんなクラブの力だと思いますが、
それを可能にするのは一人一人の会員の力です。
一人一人の会員をすばらしい存在にならしめ
ることこそクラブの力ではないでしょうか。
あの人はおせっかいで困るという人もロータ
リー・クラブに来れば親切で世話好きという
ことになるかもしれません。お互いに励まし
あい、助け合い、忠告をしあい、それぞれが
気持ちよく持てる力を発揮してお互いに成長
することができる。それがストロングクラブ
だと思います。
　今日はありがとうございました。
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